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研究成果の概要（和文）：本研究のもっとも大きな成果は，先行プロジェクトを継承して，多くの人に利用可能な手話
言語コーパスの構築を進めたことと，このコーパスを利用しての言語学的な分析を語彙と会話両方において進められた
ことにある．具体的には，長崎県，福岡県，石川県，富山県の30代から70代まで，計62名のろう者を各地域のろう者団
体の協力を得て選出し，インタビュー，語彙誘出課題と課題志向対話の方法で手話表現収録を実施することができた．
そして，手話表現を細かく転記することで，日本手話における語彙の共有現象や会話の話者交替現象を分析することが
可能となり，手話言語と音声言語の比較研究に広がりが生まれた．

研究成果の概要（英文）：The main outcomes of this research project were to develop the Japanese Sign 
Language corpus for both academic and public use in succession to the previous project, and to conduct 
linguistic analyses in the aspects of lexicon and conversation by using this corpus.
 Specifically, we were able to collect sign language expressions from 62 deaf informants living in 
Nagasaki, Fukuoka, Ishikawa, and Toyama prefectures through the deaf associations in three ways: 
interviews (for introductory purposes only), lexical elicitation, and task-oriented dialogues. The 
detailed transcription generated from the corpus created an enabling environment for our analyses of the 
lexical sharing phenomenon and the turn-taking phenomenon in the Japanese Sign Language, which lead to 
expansion of the scope of comparative studies between signed and spoken languages.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本には日本語以外に日本手話という自
然言語が存在する．全国的に地方自治体が手
話言語条例を制定するなど手話を言語とし
て法的に認知する動きが見られるが，身振り
語の一種である，または点字のように単に日
本語を手指表現に置き換えたコードである
というように，手話を言語でなくコミュニケ
ーション手段であると認識する人も多い． 
 欧米諸国が牽引する近年の言語学におけ
る手話研究の成果から，手話は独立した体系
を持つ言語であることが認められ，アジア地
域も含めた世界各国で手話データの収録と
分析が進んでいる．また手話は世界共通では
なく，国単位もしくは国内の地域や村単位で
異なっているということが分かっている． 
 イギリスのロンドン大学(ユニヴァーシテ
ィ・カレッジ・ロンドン)内にある DCAL(the 
Deafness, Cognition and Language)研究センタ
ーでは，2008 年 1月から 2010 年 12 月の 3年
間，国の研究補助金(総額約 2億円)を受け，
「イギリス手話コーパス」を作成・インター
ネット公開した
(http://www.bslcorpusproject. org/data/)．
ドイツのハンブルグ大学，米国のギャローデ
ット大学，香港の香港中文大学，ニュージー
ランドのウエリントン大学などでも手話コ
ーパス構築プロジェクトが進行中である．こ
ういった国外の流れに対し，日本には BSL コ
ーパスほど大規模な手話データ収録プロジ
ェクトは存在しない． 
 一方，音声日本語や書記日本語については，
日本の国立国語研究所が，2004 年春に「日本
語話し言葉コーパス」を公開し，また 2006
年からは明治から現代にいたる日本語(書記
日本語・音声日本語対象)の全貌を把握する
ための言語コーパス KOTONOHA を構築してい
る(http://www.ninjal.ac.jp/kotonoha/)． 
 
２．研究の目的 
 本研究の究極的な目的は，ろう者(日本手
話を生活言語とする聴覚障害者)と聞こえる
人(日本語を生活言語とする人々)が，互いの
言語の存在を認め，互いのコミュニケーショ
ンスタイルを尊重しあう環境の実現である．
具体的には，日本語と比較して圧倒的に言語
権を得ていない日本手話の話し言葉データ
を計画的に収録し，コーパスとしてまとめ，
言語文化研究及び言語評価法開発の資料と
して扱える環境を整備することである． 
 本研究では，我々が平成 23 年度より進め
てきた日本手話の話し言葉のコーパス構築
(研究課題番号：23320092，代表：坊農真弓，
以降「第1期手話言語コーパスプロジェクト」
と呼ぶ)の経験をもとに，その手法及び結果
に係るろう者コミュニティのフィードバッ
クを踏まえて，手話表現データの記録と保存
を継続することを第一目的とした．第に目的
として，語彙課題では地域毎に観察される語
彙共有現象の分析，会話課題では話者交替現

象の分析を進めて学会発表及び地域還元を
行うこととした (以降，本研究のプロジェク
トを「第2期手話言語コーパスプロジェクト」
と呼ぶ)． 
 
３．研究の方法 
(1) 平成 25 年度 
 第 1期手話言語コーパスプロジェクト（群
馬県・奈良県）から第２期手話言語コーパス
プロジェクト（新たに５〜６地域）への移行
期間と位置づけ，第 1期プロジェクトの手法
と結果について，研究者コミュニティとろう
者コミュニティの両方よりフィードバック
を得て，第２期プロジェクトの手法をデザイ
ンする活動に注力した． 
(2) 平成 26 年度 
 手話言語データ収集作業を九州地域（長崎
県・福岡県）において実施した．地域のろう
者が学んだ聾学校の分布を参考に，長崎県で
は２地域から 16 名，福岡県では４地域から
16名のろう者を対象に100語の語彙課題およ
び４個の会話課題を使って手話表現データ
を収録した． 
 第 1期プロジェクトで得られたデータも合
わせた手話データ分析作業については，研究
代表者の大杉豊が所属する筑波技術大学で
大学院生を補佐に入れて語彙課題の分析作
業を進めた．研究分担者の坊農真弓が所属す
る国立情報学研究所でもアシスタントを補
佐に入れて会話課題のアノテーション及び
分析作業を進めた． 
 語彙課題の分析で得られた結果を日本手
話学会第 40 回大会で発表し，国内の研究者
よりフィードバックを得た．会話課題につい
ては，アノテーション手法を含めた分析結果
の一部を The 9th edition of the Language 
Resources and Evaluation Conference（アイスラ
ンド・レイキャビク）で発表し，欧米の研究
者よりフィードバックを得た． 
 また，手話データ収録作業を実施する際に
地域のろう者コミュニティに地域独特の手
話データ収録の重要性を啓発し，実際に自主
的な取組みが見られた． 
(3) 平成 27 年度 
 昨年度に引き続き，手話データ収集作業，
手話データ分析作業，学会発表，ろう者コミ
ュニティとの対話のすべてをバランスよく
進めることができた． 
 手話言語データ収集作業を北陸地域（石川
県・富山県）において実施した．地域のろう
者が学んだ聾学校の分布を参考に，石川県で
は１地域から 14 名，富山県では２地域から
16名のろう者を対象に100語の語彙課題およ
び４個の会話課題を使って手話表現データ
を収録した． 
 第 1期プロジェクトで得られたデータも合
わせた手話データ分析作業については，昨年
度と同様，筑波技術大学及び国立情報学研究
所において語彙課題と会話課題両方のアノ
テーション及び分析作業を進めた． 



 会話課題についてアノテーション手法を
含めた分析結果の一部を研究分担者の坊農
真弓が二つの国際学会（国際語用論会議，国
際手話言語研究における理論的諸問題研究
会）で発表し，欧米の研究者よりフィードバ
ックを得た． 
 手話表現データ収集作業の実施に際して，
地域のろう者コミュニティに地域の手話言
語データ収集の重要性を啓発し，地域が独自
の取組みを始める等波及効果があった． 
 
４．研究成果 
 本研究（第２期手話言語コーパスプロジェ
クト）のもっとも大きな成果は，第 1期プロ
ジェクトを継承して，多くの人に利用可能な
手話言語コーパス（言語情報が付加されたデ
ータベース）の構築を進めたことと，このコ
ーパスを利用しての言語学的な研究を語彙
と会話両方において進められたことにある． 
 具体的には，長崎県，福岡県，石川県，
富山県の 30 代から 70 代まで，計 62 名の
ろう者を各地域のろう者団体の協力を得て
選出し，インタビュー，語彙誘出課題と課
題志向対話の方法で手話表現収録を実施す
ることができた． 
 研究代表者の大杉豊が主に担当した語彙
分析においては，同一地域のろう者コミュニ
ティにおいても観察される手話語彙表現の
差異を，音韻レベル及び形態レベルで規則性
を持って説明できることを明らかにした他，
語彙レベルのみならず内部構造レベルにお
ける一貫性にも着目しての分析が，手話言語
における語彙の共有現象の具体的な解明に
有効であることを実証したことに大きな成
果がある． 
 一方，研究分担者の坊農真弓が主に担当し
た会話分析においては，手話表現を細かく書
き出すアノテーション手法の改良とともに
データ整備が続けられ，話者交替をめぐるい
くつかのサンプルの記述と分析から，音声会
話と類似する特徴の発見や手話特有の現象
の説明が可能であること示した点に大きな
成果がある． 
 今後はこの手話言語コーパスを利用した
研究をさらに展開することで，日本の手話言
語コーパスとしての国際的な位置づけを明
確にすることが第一の目標となる．そのため
にはコーパスの共同利用システムの利用促
進と，コーパスの一部をインターネットで一
般公開することで地域の手話普及を含む手
話啓発教育での活用推進を図ることが課題
となる． 
 合わせて，今までに終えた６県以外の都道
府県においても手話言語データの収集作業
を進めることも重要な課題である． 
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http://www.deafstudies.jp/osugi/ 
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